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Jitter Free Sound
Model  DAC-2

with DuCULoN

取扱説明書

●本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質音質の改善を１００％保証する」という性質の改善を１００％保証する」という性質を１００％保証する」という性質保証する」という性質する」という性質の改善を１００％保証する」という性質
のものではございません。
●正しい方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありましい方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまでご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまにな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質らな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質いと、本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質や他の機材の故障をまねく可能性がありま他の機材の故障をまねく可能性がありまの機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質の故障をまねく可能性がありまをまねく可能性がありま可能性がありま
す。取扱説明書をよく可能性がありま読んで、ご理解いただいた上でご使用下さい。んで、ご理解いただいた上でご使用下さい。いただいた上でご使用下さい。でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま下さい。さい。
●ご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま中に、発煙・発火・異常音・異常な匂い・感電などの異常が発生した場合は、に、発煙・発火・異常音・異常な環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質匂い・感電などの異常が発生した場合は、い・感電などの異常が発生した場合は、な環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質どの異常が発生した場合は、した場合は、は、
直ちに電源プラグをコンセントから抜いて下さい。ちに電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。プラグをコンセントから抜いて下さい。をコンセントから抜いて下さい。から抜いて下さい。いて下さい。さい。

2018. 音屋 とらたぬとらたぬ. All rights reserved.
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世界最高の位相ノイズ性能を誇るの位相ノイズ性能を誇るノイズ性能を誇る性能を誇るるDuCULoNを２個使用し、外部クロック入力対応の個使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまし、外部クロック入力対応のクロック入力対応のの
SDTrans384と連携して機能するして機能する ES9038PRO Multi Channel DACの完成品です。です。

［概略］
45.1584 / 49.152MHzの２個使用し、外部クロック入力対応の個のDuCULoNが出力するクロック信号を、を、LANケーブル
を経由してして LVDSにて SDTrans384側に送り、に送り、り、SDtrans384はこのクロックをマスターク
ロックとして動作します。します。SDTrans384からはHDMIケーブルを経由してして LVDSの I2S/
DSD信号を、を受信します。この信号を、を LVCMOSに変換後、ES9038PRO Multi Channel 
DAC基板２個使用し、外部クロック入力対応の枚構成の入力としますが、DACのマスタークロックには、DuCULoNのク
ロックを、最低限のロジックのロジック ICだけを通して与えています。またして与えています。またえています。また BCLK / DSDCLKは、
世界最高の位相ノイズ性能を誇る性能のジッタークリーナー＆クロックシンセサイザ ICであるHMC7044を使
用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまして発生した場合は、させています。HMC7044のリファレンスクロックにはDuCULoNの出力す
るクロック信号を、を使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまし、非常に位相ノイズ性能を誇るノイズ性能を誇るの低い BCLK / DSDCLKを発生した場合は、させていま
す。

DuCULoNからのマスタークロック、HMC7044からの BCLK / DSDCLK、そして
SDTrans384からのDATA / LRCLK / DSDDATAという信号を、は、ES9038RPO Multi Channel
DAC基板の性能を最大限のロジックに引き出します。き出します。出します。

アナログをコンセントから抜いて下さい。信号を、を伝える配線にはテフロン被覆線を使用して、被覆の誘電特性による音える配線にはテフロン被覆線を使用して、被覆の誘電特性による音にはテフロン被覆線にはテフロン被覆線を使用して、被覆の誘電特性による音を使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまして、被覆の誘電などの異常が発生した場合は、特性による音
質の改善を１００％保証する」という性質劣化を防止しています。を防止しています。しています。

フロントから抜いて下さい。パネルには、電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。の状態表示のの LEDの他の機材の故障をまねく可能性がありまに、44.1kHz系とと 48kHz系とで各１個
使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありましているHMC7044が内蔵するする PLLと、ES9038PROの PLLのロックを示のす緑のの
LEDが、計３つ配置されています。入力された信号に対して、それぞれのつ配置されています。入力された信号に対して、それぞれの配置されています。入力された信号に対して、それぞれのされています。入力された信号を、に対して、それぞれの PLLが同期
してロックすると LEDが点灯します。フロントパネルに向かって左側のします。フロントから抜いて下さい。パネルに向かって左側のかって左側に送り、の LEDが 48kHz
系とのHMC7044の PLL、中に、発煙・発火・異常音・異常な匂い・感電などの異常が発生した場合は、央がが 44.1kHz系とのHMC7044の PLL、右側に送り、が ES9038PROの
PLLです。また、ES9038PROの音量調整と設定変更をおこなうためのボタンを配置しと設定変更をおこなうためのボタンを配置しをおこな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質うためのボタンを配置されています。入力された信号に対して、それぞれのし、
LCDで ES9038PROの状態・設定を表示のします。

バックパネルにはDuCULoN専用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまのサーキットから抜いて下さい。ブレイカーと、DACや他の機材の故障をまねく可能性がありま I/V-LPF-差動合は、
成回路用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまのサーキットから抜いて下さい。ブレイカーを分けて配置し、けて配置されています。入力された信号に対して、それぞれのし、HDMIケーブルで I2S / DSD信号を、の
入出力を行う端子、う端子、SDTrans384や他の機材の故障をまねく可能性がありま ClkGen-1改にマスター／基準クロックを供給する基準クロックを供給するクロックを供給するする
LAN端子、アナログをコンセントから抜いて下さい。音声信号を、（バランス／アンバランス）の出力端子を設置しましたバランス／基準クロックを供給するアンバランス）の出力端子を設置しましたの出力端子を設置されています。入力された信号に対して、それぞれのしました。
また、LCDのバックライトから抜いて下さい。の点灯します。フロントパネルに向かって左側の／基準クロックを供給する消灯します。フロントパネルに向かって左側のを行う端子、うトから抜いて下さい。グをコンセントから抜いて下さい。ルスイッチも設置しました。も設置されています。入力された信号に対して、それぞれのしました。
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［仕様］
　デジタル部クロック入力対応の仕様

入力信号を、：PS-Audio様のHDMIインターフェース仕様に準クロックを供給するじ、LVDSによる
　　　　　信号を、伝える配線にはテフロン被覆線を使用して、被覆の誘電特性による音送り、です。

出力信号を、：PS-Audio様のHDMIインターフェース仕様に準クロックを供給するじ、LVDSによる
　　　　　信号を、伝える配線にはテフロン被覆線を使用して、被覆の誘電特性による音送り、です。　　　　　　

対応の信号を、：PCM　44.1kHz, 48kHz, 88.2kHz, 96kHz, 176.4kHz, 192kHz, 352.8kHz, 384kHz
　　　　　　　　BCLKが 64fsの PCM信号を、に対応のします　
　　　　　DSD　DSD64, DSD128, DSD256

　　　　　出力信号を、のマスタークロックの周波数は、は、DuCULoNの出力信号を、を最短経
　　　　　路で出力しているため、45.1584 / 49.152MHzです。

　DAC      部クロック入力対応の仕様  
　　デジタル部クロック入力対応の

　PCM信号を、
　　フォーマットから抜いて下さい。：I2S(＊2)

　　サンプリングをコンセントから抜いて下さい。周波数は、：44.1kHz, 48kHz, 88.2kHz, 96kHz, 176.4kHz, 192kHz,
　　　　　　　　　　　　352.8kHz, 384kHz

＊2：ES9038PRO Multi Channel DACのマイクロコントから抜いて下さい。ローラー基板のジャン
パーで、設定を変更をおこなうためのボタンを配置しすることが出来ます。ます。

　DSD信号を、
　　サンプリングをコンセントから抜いて下さい。周波数は、：2.8224MHz, 5.6448MHz, 11.2896MHz

アナログをコンセントから抜いて下さい。部クロック入力対応の
　出力信号を、：バランス出力　XLR Maleコネクタ（バランス／アンバランス）の出力端子を設置しましたNeutrik社 とらたぬNC3MAH-0）の出力端子を設置しました
　　　　　　アンバランス出力　RCAコネクタ（バランス／アンバランス）の出力端子を設置しましたアムトから抜いて下さい。ランス社 とらたぬAJ-320）の出力端子を設置しました

 とらたぬ　バランス出力とアンバランス出力は同時に使用することが出来ません。同一のオペアンプかに使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありますることが出来ます。ません。同一のオペアンプかのオペアンプか
らの出力を分けて配置し、配しているので、両方を同時に使用することが出来ません。同一のオペアンプかにアンプに接続しないで下さい。しな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質いで下さい。さい。
故障をまねく可能性がありまの可能性は低いですが、音質の改善を１００％保証する」という性質の劣化を防止しています。を招く場合があります。く可能性がありま場合は、があります。

DAC部クロック入力対応のの詳細な仕様は、な環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質仕様は、ES9038PRO Multi Channel DAC基板の取り扱い説明書
を参照してください。してく可能性がありまださい。

ケース　タカチも設置しました。電などの異常が発生した場合は、機工業 とらたぬOS199-50-55SS（バランス／アンバランス）の出力端子を設置しました内部クロック入力対応のにシャーシーAC50-55を使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま）の出力端子を設置しました

サイズ性能を誇る　高の位相ノイズ性能を誇るさ とらたぬ219mm　幅 とらたぬ550 mm　奥行う端子、き出します。 とらたぬ500 mm 

信号を、接続しないで下さい。用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまのケーブルと電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。コードは付属しません。は付属しません。しません。
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［ブロック図］
本製品です。のブロック図を示のします。

凡例：　　　　デジタル信号を、の流れれ
 とらたぬ とらたぬ とらたぬ とらたぬ とらたぬ とらたぬ とらたぬ とらたぬ とらたぬ とらたぬ とらたぬ とらたぬ とらたぬ とらたぬアナログをコンセントから抜いて下さい。音声信号を、の流れれ
　　　　　　　デジタル系と直ちに電源プラグをコンセントから抜いて下さい。流れ電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。の流れれ
　　　　　　　アナログをコンセントから抜いて下さい。系と直ちに電源プラグをコンセントから抜いて下さい。流れ電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。の流れれ
　　　　　　　交流れ電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。の流れれ

4

HDMI入出力端子
HDMI / LAN
変換基板

SDTrans384 - DAC連携して機能する基板

Rコアトから抜いて下さい。ランス
AC6V1.6A　2回路入り

AC100入力
IECインレットから抜いて下さい。

Rコアトから抜いて下さい。ランス
AC7V1A　２個使用し、外部クロック入力対応の回路

AC9V3.5A　２個使用し、外部クロック入力対応の回路

電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。スイッチも設置しました。 とらたぬ兼
サーキットから抜いて下さい。ブレイカー

IBP-1HG / 5A

電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。表示のLED基板

PLL状態表示のLED基板

アンバランス出力端子
RCA

Rコアトから抜いて下さい。ランス
AC6V1.6A　2回路入り

Rコアトから抜いて下さい。ランス
AC15V1.3A　4回路入り

Noise Blocker基板
単電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま とらたぬ 4枚

LAN端子
SDTrans384への
クロック供給する

ES9038PRO Multi Channel DAC
基板　 2枚

バランス出力端子
XLR Male

DAC向かって左側のけ電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。基板
Hi Grade 2枚

Ultra Low Noise 
Power Supply基板

２個使用し、外部クロック入力対応の枚

コモンモードは付属しません。ノイズ性能を誇る
フィルター基板

Noise Blocker基板
両電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま とらたぬ 2枚

I/V LPF向かって左側のけ電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。基板
Hi Grade　 2枚

I/V LPF 差動合は、成基板　 2枚
Discreteオペアンプ とらたぬ / OPA1611

LCD コントから抜いて下さい。ローラー基板

DuCULoN
49.152MHz

LCDバックライトから抜いて下さい。
点灯します。フロントパネルに向かって左側の/消灯します。フロントパネルに向かって左側のスイッチも設置しました。

Clock Generator
by HMC7044基板

44.1kHz系と BCLK用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま

Clock Generator
by HMC7044基板
48kHz系と BCLK用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま

DuCULoN
45.1584MHz

DuCULoN用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま
電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。スイッチも設置しました。 とらたぬ兼

サーキットから抜いて下さい。ブレイカー
IBP-1HG / 3A

LAN端子
ClkGen-1への
クロック供給する Ultra Low Noise 

Power Supply by 
LT3045基板
２個使用し、外部クロック入力対応の枚

SiC SBD Bridge 
Rectifier基板

C3D04060E版 とらたぬ２個使用し、外部クロック入力対応の枚
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［内部クロック入力対応のの構成］
内部クロック入力対応のの構成につ配置されています。入力された信号に対して、それぞれのいて説明します。
Ｒコアトランスは２階建て構造で設置しています。コアトから抜いて下さい。ランスは２個使用し、外部クロック入力対応の階建て構造で設置しています。て構造で設置しています。で設置されています。入力された信号に対して、それぞれのしています。I/V-LPF-差動合は、成基板に電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。を供給するす
るトから抜いて下さい。ランスは下さい。側に送り、にな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質っていて、下さい。図ではその一のオペアンプか部クロック入力対応のだけが見えています。えています。
また、SDtrans384 - DAC連携して機能する基板の部クロック入力対応の分けて配置し、も２個使用し、外部クロック入力対応の階建て構造で設置しています。て構造で設置しています。です。この２個使用し、外部クロック入力対応のつ配置されています。入力された信号に対して、それぞれのの基板の下さい。に、
I/V-LPF-向かって左側のけ電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。基板 とらたぬHi Grade、DAC向かって左側のけ電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。基板Hi Grade及びびNoise Blocker基板２個使用し、外部クロック入力対応の枚
が配置されています。入力された信号に対して、それぞれのされています。
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Clock Generator by HMC7044基板
(48kHz系と BCLK用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま )

Ｒコアトランスは２階建て構造で設置しています。ｺｱﾄﾗﾝｽ
  AC7V1A 2回路
  AC9V3.5A 2回路

Ultra Low Noise Power 
Supply 基板　２個使用し、外部クロック入力対応の枚

電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。状態表
示の基板

SDTrans384 – DAC 連携して機能する基板
・下さい。に DAC向かって左側のけ電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。基板 とらたぬ Hi 

Grade と Noise Blocker基
板 とらたぬ単電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま とらたぬ 2枚

・コントから抜いて下さい。ロー
　ル基板
・ LCD
・ PLL状態表
　示の基板

ｺﾓﾝﾓｰﾄﾞﾉｲｽﾞ
ﾌｨﾙﾀｰ基板

Ｒコアトランスは２階建て構造で設置しています。ｺｱﾄﾗﾝｽ
  AC6V1.6A 2回路

I/V LPF向かって左側のけ電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。基板
Hi Grade

IV LPF 差動合は、成基板
（バランス／アンバランス）の出力端子を設置しましたディスクリートから抜いて下さい。 IV)

Noise Blocker基板
単電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま とらたぬ 2枚

ES9038PRO Multi 
Channel DAC基板

XLR ｺﾈｸﾀ
ﾏｳﾝﾄ基板

DAC向かって左側のけ電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。基板
Hi Grade

Noise Blocker基板
 とらたぬ とらたぬ とらたぬ とらたぬ両電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま

IV LPF 差動合は、成基板
（バランス／アンバランス）の出力端子を設置しましたディスクリートから抜いて下さい。 IV)

HDMI / LAN 変換基板

Ｒコアトランスは２階建て構造で設置しています。ｺｱﾄﾗﾝｽ
  AC6V1.6A 2回路

ES9038PRO Multi 
Channel DAC基板

Noise Blocker基板
 とらたぬ とらたぬ とらたぬ とらたぬ両電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま

Ｒコアトランスは２階建て構造で設置しています。ｺｱﾄﾗﾝｽ
  AC15V1.3A 4回路

Clock Generator by HMC7044基板
(44.1kHz系と BCLK用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま )

DuCULoN
45.1584MHz

Ultra Low Noise 
Power Supply by 
LT3045基板　２個使用し、外部クロック入力対応の枚

DuCULoN
49.152MHz SiC SBD Bridge 

Rectifier基板 とらたぬ２個使用し、外部クロック入力対応の枚 とらたぬ
(C3D04060EC3D04060E版 )



[SDTrans384と本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質の連携して機能する動作します。]

6

MCLK

SDTrans384 MCLK

 DuCULoN
45.1584MHz

LRCLK

DATA

☓
BCLK

SDTrans384

LVDS→
LVCMOS
Receiver

HDMIケーブル

MCLK1/2

DAC-2 with DuCULoN

 DuCULoN
49.152MHz

44.1/48 kHz 切替え信号え信号を、

LANケーブル
    LVDS

1/2

選択信号を、

IN1

IN2
OUT

図の意味：

選択信号を、によって IN1、 IN2の
どちらか１つ配置されています。入力された信号に対して、それぞれのを OUTに出力する

 ES9038PRO
  Multi Channel DAC
   Left Channel

 ES9038PRO
  Multi Channel DAC
   Right Channel

 Clock Generator
    By HMC7044
   44.1kHz系と BCLK用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま

 Clock Generator
    By HMC7044
   48kHz系と BCLK用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま

SDTrans384と本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質の連携して機能する動作します。につ配置されています。入力された信号に対して、それぞれのいて説明します。



7

１． DuCULoN は DAC-2 側に設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にしてに設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にしてし、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして位相ノイズ特性の劣化を最小限にしてノイズ特性の劣化を最小限にして特性の劣化を最小限にしての劣化を最小限にして劣化を最小限にしてを最小限にして最小限にしてに設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にしてして ES9038PRO に設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして MCLK として入力しています。しています。
２． SDTrans384 の劣化を最小限にしてマスタークロックに設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にしては、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして LAN ケーブルを使用した接続（を最小限にして使用した接続（した接続（接続（ LVDS ）を使用し、を最小限にして使用した接続（し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして DuCULoN の劣化を最小限にして発振周波数を分を最小限にして分

周して半分の劣化を最小限にして周波数を分（ 22.5792MHz ／ 24.576MHz ）を使用し、の劣化を最小限にしてクロック信号を供給しています。を最小限にして供給しています。しています。
３． SDTrans384 から HDMI ケーブルを使用した接続（で送られてくる送られてくるられてくる I2S 信号を供給しています。の劣化を最小限にしてうち MCLK に設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にしてついては、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして DAC-2 側に設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にしてで送られてくるは使用した接続（していません。
４． SDTrans384 から HDMI ケーブルを使用した接続（で送られてくる送られてくるられてくる I2S 信号を供給しています。の劣化を最小限にしてうち LRCLK と DATA に設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にしてついては、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして ES9038PRO に設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にしてその劣化を最小限にしてまま

入力しています。しています。
５． SDTrans384 から HDMI ケーブルを使用した接続（で送られてくる送られてくるられてくる I2S 信号を供給しています。の劣化を最小限にしてうち BCLK に設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にしてついては、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして以下のようになっています。の劣化を最小限にしてように設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にしてなっています。

・ DAC-2 側に設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にしてに設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして Clock Generator by HMC7044 を最小限にして２枚設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にしてし、位相ノイズ特性の劣化を最小限にしてそれぞれに設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして DuCULoN が出力するクロックをリファレンスと出力しています。するクロックを最小限にしてリファレンスと
して与えます。えます。 45.1584MHz と 49.152MHz で送られてくる各１枚の劣化を最小限にして Clock Generator by HMC7044 を最小限にして使用した接続（しています。

・２枚の劣化を最小限にして Clock Generator by HMC7044 は、位相ノイズ特性の劣化を最小限にしてそれぞれ 44.1kHz 系及びび 48kHz 系の劣化を最小限にして専用した接続（として使用した接続（するた接続（め、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして起動後の一の劣化を最小限にして一
定時間後の一から HMC7044 が出力するクロックをリファレンスと内部に持つ２つのに設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして持つ２つのつ２つの劣化を最小限にして PLL は常時ロックします。

・ SDTrans384 から送られてくるられてくる BCLK と同じ周波数で位相も合わせたクロックを、じ周波数で位相も合わせたクロックを、周波数を分で送られてくる位相ノイズ特性の劣化を最小限にしても合わせたクロックを、合わせたクロックを、わせた接続（クロックを最小限にして、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして 44.1kHz 系用した接続（また接続（は 48kHz 系用した接続（の劣化を最小限にして
Clock Generator by HMC7044 で送られてくる生成します。位相の調整が終わった後に、します。位相ノイズ特性の劣化を最小限にしての劣化を最小限にして調整が終わった後に、が出力するクロックをリファレンスと終わった後に、わった接続（後の一に設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして BCLK を最小限にして SDTrans384 から送られてくるられてきた接続（ク
ロック信号を供給しています。から、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして HMC7044 が出力するクロックをリファレンスと生成します。位相の調整が終わった後に、した接続（クロック信号を供給しています。に設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして切替えます。えます。

・ Clock Generator by HMC7044 で送られてくるの劣化を最小限にして位相ノイズ特性の劣化を最小限にしての劣化を最小限にして調整が終わった後に、が出力するクロックをリファレンスと終わった後に、わるまで送られてくるは、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして ES9038PRO に設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして入力しています。する BCLK は SDTrans384 から
送られてくるられてくるクロック信号を供給しています。を最小限にして供給しています。します。

６． DSD の劣化を最小限にして場合わせたクロックを、は、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして PCM の劣化を最小限にして DATA ／ LRCLK が出力するクロックをリファレンスと DSD の劣化を最小限にして右／左のデータになりますので、問題なく再生できます。の劣化を最小限にしてデータに設置し、位相ノイズ特性の劣化を最小限にしてなりますの劣化を最小限にしてで送られてくる、位相ノイズ特性の劣化を最小限にして問題なく再生できます。なく再生で送られてくるきます。
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［部クロック入力対応の品です。表］
本製品です。の主な電気系の部品を示します。な環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質電などの異常が発生した場合は、気系との部クロック入力対応の品です。を示のします。

8

主な電気系の部品を示します。要部クロック入力対応の品です。 個数は、

2

2

2

2

4

2

1

2

2

2

1

NC3MAH-0 2

コモンモードは付属しません。ノイズ性能を誇るフィルター基板

FT140-61 2

デジタル系と電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。基板

ダイオードは付属しません。

SDI2100 2

D4SBS6 1

フィルムコンデンサ

0.01uF / 50V ECHU 12

電などの異常が発生した場合は、解いただいた上でご使用下さい。コンデンサ

3300uF / 35V 105℃ 7

コントから抜いて下さい。ロール基板

タクトから抜いて下さい。スイッチも設置しました。

SKHHAPA010 アルプス電などの異常が発生した場合は、気 6

セラミックコンデンサ

0.1uF/50V 1

抵抗

15kΩ 6

IC

PIC16F1823-I/P マイクロコントから抜いて下さい。ローラー 1

ES9038PRO Multi Channel DAC完成基板

Discrete I/V LPF 差動合は、成基板 とらたぬV2.0

DAC向かって左側のけ電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。基板 とらたぬHi Grade

I/V LPF 差動合は、成基板向かって左側のけ電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。基板 とらたぬHi Grade

NOISE BLOCKER完成基板 とらたぬ単電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま

NOISE BLOCKER完成基板 とらたぬ両電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま

SDTrans384 – DAC連携して機能する基板

Clock Generator by HMC7044 基板

Ultra Low Noise Power Supply 基板

Ultra Low Noise Power Supply by LT3045 基板

HDMI – LAN 変換基板

XLRコネクタマウントから抜いて下さい。基板

XLRコネクタ

ルビコンWXA
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コネクタ類・スペーサー・ネジな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質どは省略しました。

9

主な電気系の部品を示します。要部クロック入力対応の品です。 個数は、

LCD

SC1602BBWB-XA-LB-G Sunlike Display Tech 1

4

4

3

3

3

抵抗

8.2kΩ 2

2.4kΩ 2

電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。スイッチも設置しました。／基準クロックを供給するサーキットから抜いて下さい。ブレイカー

IBP-1HG/3A 日幸電などの異常が発生した場合は、機製作します。所 1

IBP-1HG/5A 日幸電などの異常が発生した場合は、機製作します。所 1

A-12AP 1

トから抜いて下さい。ランス

フェニックス 2

フェニックス 1

フェニックス 1

1

1

ケース

OS199-50-55SS タカチも設置しました。電などの異常が発生した場合は、機工業 1

AC50-55 シャーシ 1

電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。表示のLED基板

LED 5mm 緑の

定電などの異常が発生した場合は、流れIC 15mA

PLL状態表示の基板

LED 5mm 緑の

定電などの異常が発生した場合は、流れIC 15mA

トから抜いて下さい。ランジスタ とらたぬMMBT3904

LCDバックライトから抜いて下さい。点灯します。フロントパネルに向かって左側の／基準クロックを供給する消灯します。フロントパネルに向かって左側のスイッチも設置しました。基板

NKKスイッチも設置しました。ズ性能を誇る

Rコアトから抜いて下さい。ランス とらたぬAC6V1.6A 2回路

Rコアトから抜いて下さい。ランス とらたぬAC15V1.3A 4回路

Rコアトから抜いて下さい。ランス とらたぬAC7V1A ２個使用し、外部クロック入力対応の回路
　　　　　　 とらたぬ とらたぬAC9V3.5A ２個使用し、外部クロック入力対応の回路

IECインレットから抜いて下さい。 とらたぬAC-110 

ヒューズ性能を誇るホルダー とらたぬMF-525M
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［使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま］
背面の写真です。の写真です。です。

①デジタル／基準クロックを供給するアナログをコンセントから抜いて下さい。信号を、入出力端子への接続しないで下さい。が正しい方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありましく可能性がありまでき出します。ていることを確認して、電して、電などの異常が発生した場合は、
源プラグをコンセントから抜いて下さい。コードは付属しません。の両端のプラグをコンセントから抜いて下さい。を本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質のレセプタクルとコンセントから抜いて下さい。に接続しないで下さい。します。

②背面の写真です。にあるDuCULoN電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。スイッチも設置しました。をONの側に送り、に倒すとすとDuCULoNと SDTrans384 – 
DAC連携して機能する基板が起動します。正しい方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま面の写真です。にある Powerの LEDが点灯します。フロントパネルに向かって左側のします。

③ SDTrans384の電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。を投入します。
④背面の写真です。にある電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。スイッチも設置しました。をONの側に送り、に倒すとすと ES9038PRO Multi Channel DAC基板と I/V-

LPF-差動合は、成基板が起動します。
⑤使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまを終えるときは、電源スイッチをえるとき出します。は、電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。スイッチも設置しました。をOFFの側に送り、に倒すとしてから SDTrans384の電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。を

OFFにします。その後、DuCULoN電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。スイッチも設置しました。をOFFの側に送り、に倒すとします。その時に使用することが出来ません。同一のオペアンプか点で
正しい方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま面の写真です。にある Powerの LEDが消灯します。フロントパネルに向かって左側のします。

他の機材の故障をまねく可能性がありまの機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質との関連にな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質りますが、電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。の投入は、本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質の「音質の改善を１００％保証する」という性質DuCULoN電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。スイッチも設置しました。」
→ とらたぬSDTrans384 とらたぬ→ とらたぬ本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質の「音質の改善を１００％保証する」という性質電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。スイッチも設置しました。」の順番で入れるようにしてください。で入れるようにしてく可能性がありまださい。
電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。をOFFにするとき出します。は、投入時に使用することが出来ません。同一のオペアンプかの逆の順になります。の順にな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質ります。

DuCULoN電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。スイッチも設置しました。を投入するとDuCULoNが発振を始め、を始め、め、HMC7044（バランス／アンバランス）の出力端子を設置しました44.1 / 48 
kHz系と）の出力端子を設置しましたの２個使用し、外部クロック入力対応の個の LEDが点灯します。フロントパネルに向かって左側のします。電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。スイッチも設置しました。を投入して ES9038PROの PLLがロッ
クすると、ES9038PROの LEDが点灯します。フロントパネルに向かって左側のします。

10

電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。スイッチも設置しました。

電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。状態表示の LED
電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。投入状態で点灯します。フロントパネルに向かって左側のします

HMC7044(48kHz系と
Clock Generator)の
PLL状態表示の LED

HMC7044(44.1kHz系と
Clock Generator)の
PLL状態表示の LED

ES9038PROの PLL
状態表示の LED

LCD

コントから抜いて下さい。ロール部クロック入力対応の

DuCULoN
電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。スイッチも設置しました。
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LCDとコントから抜いて下さい。ローラー部クロック入力対応のの使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまにつ配置されています。入力された信号に対して、それぞれのいては、ES9038PRO Multi Channel DAC 基板の取
扱説明書の１８ページ以降の説明をご参照下さい。ページ以降の説明をご参照下さい。の説明をご参照してください。下さい。さい。

［接続しないで下さい。方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま］
本製品です。の接続しないで下さい。方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまです。
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アンバランス
　右チも設置しました。ャンネル

アンバランス
　左チも設置しました。ャンネル

バランス
　右チも設置しました。ャンネル

バランス
　左チも設置しました。ャンネル

UP

DOWN

MUTE

←

→
Enter

IECインレットから抜いて下さい。
・電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。として
　 AC100Vを入力

HDMI（バランス／アンバランス）の出力端子を設置しました I2S）の出力端子を設置しました入力端子

アナログをコンセントから抜いて下さい。音声出力

SDTrans384へのクロック出力 LAN端子

ClkGen-1へのクロック出力 LAN端子

HDMI（バランス／アンバランス）の出力端子を設置しました I2S）の出力端子を設置しました出力端子
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XLRコネクタのピン配置されています。入力された信号に対して、それぞれの
ピン番で入れるようにしてください。号を、

1 グをコンセントから抜いて下さい。ランドは付属しません。

2 HOT（バランス／アンバランス）の出力端子を設置しました＋）の出力端子を設置しました

3 COLD（バランス／アンバランス）の出力端子を設置しましたー）の出力端子を設置しました

●電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。コードは付属しません。の接続しないで下さい。
本体背面の写真です。（バランス／アンバランス）の出力端子を設置しましたバックパネル）の出力端子を設置しましたに向かって左側のかって右側に送り、にある IECインレットから抜いて下さい。にAC100Vを接続しないで下さい。し
て下さい。さい。電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。コードは付属しません。にはデスクトから抜いて下さい。ップパソコンな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質どに使われている 3Pソケットから抜いて下さい。（バランス／アンバランス）の出力端子を設置しましたメ
ス）の出力端子を設置しましたを本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質に接続しないで下さい。します。電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。コードは付属しません。のもう１方の形状は、ご利用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまにな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質っているコ
ンセントから抜いて下さい。や他の機材の故障をまねく可能性がありまタップに合は、わせて下さい。さい。

●HDMIケーブルの接続しないで下さい。
本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質ではHDMIケーブルで信号を、を送り、受信する端子をバックパネルに設置されています。入力された信号に対して、それぞれのしていま
す。SDTrans384から I2S / DSD信号を、を受け取る端子（バランス／アンバランス）の出力端子を設置しましたSignal INPUT と表示の）の出力端子を設置しましたと、他の機材の故障をまねく可能性がありまの
DACに I2S / DSD信号を、を出力する端子（バランス／アンバランス）の出力端子を設置しましたSignal OUTPUTと表示の）の出力端子を設置しましたがあります。

Signal INPUT端子は本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま時に使用することが出来ません。同一のオペアンプかには必ずず SDTrans384と接続しないで下さい。して下さい。さい。
Signal OUTPUT端子は必ず要に応のじてご利用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま下さい。さい。
な環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質お Signal OUTPUT端子は、 とらたぬDuCULoN電などの異常が発生した場合は、源プラグをコンセントから抜いて下さい。スイッチも設置しました。をONにした時に使用することが出来ません。同一のオペアンプか点で有効になにな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質
ります。

●LANケーブルの接続しないで下さい。
本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質ではクロック信号を、を出力する LAN端子が２個使用し、外部クロック入力対応のつ配置されています。入力された信号に対して、それぞれのあります。
SDTrans384にマスタークロックを LVDSで供給するする LAN端子と、ClkGen-1改に基準クロックを供給する
クロックを LVDSで供給するする LAN端子です。
この２個使用し、外部クロック入力対応のつ配置されています。入力された信号に対して、それぞれのの LAN端子では供給するするクロックの周波数は、が異な環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質ります。SDTrans384向かって左側のけ
では、22.5792 / 24.576 MHzを再生した場合は、している音声ファイルのサンプリングをコンセントから抜いて下さい。周波数は、に合は、わ
せて送り、り出しています。ClkGen-1向かって左側のけでは 49.152MHzのクロックで周波数は、は固定です。

LANケーブルにはストから抜いて下さい。レートから抜いて下さい。とクロスという２個使用し、外部クロック入力対応の種類のケーブルがありますが、一のオペアンプか般
的に使用されているストレートケーブルを使用して下さい。に使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまされているストから抜いて下さい。レートから抜いて下さい。ケーブルを使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまして下さい。さい。

12
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［DACの設定］
本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質では、ES9038PROに供給するされるマスタークロックは 45.1584 / 49.152MHzで固
定されています。DuCULoNのもつ配置されています。入力された信号に対して、それぞれの極めて高い位相ノイズ特性を劣化させないために、めて高の位相ノイズ性能を誇るい位相ノイズ性能を誇るノイズ性能を誇る特性を劣化を防止しています。させな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質いために、
マスタークロックを最低限のロジックのロジック ICを通して与えています。またして供給するしているためです。従いましていまして
ES9038PROを同期モードは付属しません。で動作します。させるためには、ES9038PRO内部クロック入力対応のでマスタークロック
を分けて配置し、周（バランス／アンバランス）の出力端子を設置しました周波数は、を 1/2、1/4、1/8と低く可能性がありますること）の出力端子を設置しましたする必ず要があります。このため、本
機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質の設定のうち、「音質の改善を１００％保証する」という性質MCLK_DIV」を「音質の改善を１００％保証する」という性質AUTO」に設定して下さい。さい。この設定でお届けけ
していますが、変更をおこなうためのボタンを配置しする場合は、はご注意下さい。さい。それに合は、わせて、ES9038PROのマイク
ロコントから抜いて下さい。ローラー基板の JP3をOPENに設定しています。この設定は、マスタークロッ
クが 45.1584 / 49.152MHzであることを指定しています。
マスタークロックの周波数は、が一のオペアンプか定にな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質ったため、サンプリングをコンセントから抜いて下さい。周波数は、が変化を防止しています。する時に使用することが出来ません。同一のオペアンプかの
ノイズ性能を誇るが大き出します。めです。特にDSDの再生した場合は、時に使用することが出来ません。同一のオペアンプかにサンプリングをコンセントから抜いて下さい。周波数は、が変化を防止しています。した時に使用することが出来ません。同一のオペアンプかのノイズ性能を誇る
が大き出します。いので、十分けて配置し、にご注意下さい。さい。１枚のＳＤカードには同じサンプリング周波数カードは付属しません。には同じサンプリングをコンセントから抜いて下さい。周波数は、
の音声ファイルでまとめていただく可能性がありまと、より快適にご使用いただけます。にご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまいただけます。
「音質の改善を１００％保証する」という性質MCLK_DIV」を「音質の改善を１００％保証する」という性質AUTO」以外に設定すると、非同期モードは付属しません。での再生した場合は、が可能です。
非同期モードは付属しません。ではサンプリングをコンセントから抜いて下さい。周波数は、の 256倍のマスタークロックが必要になります。のマスタークロックが必ず要にな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質ります。
つ配置されています。入力された信号に対して、それぞれのまり「音質の改善を１００％保証する」という性質MCLK_DIV」を「音質の改善を１００％保証する」という性質1/1」に設定すると、PCMで再生した場合は、でき出します。るのは 192kHzまでで
す。DSDではDSD256まで再生した場合は、でき出します。ます。非同期モードは付属しません。に設定するには、
「音質の改善を１００％保証する」という性質MCLK_DIV」を「音質の改善を１００％保証する」という性質1/1」に設定して、「音質の改善を１００％保証する」という性質MCK=128fs」を「音質の改善を１００％保証する」という性質Disable」に設定して下さい。さい。

音質の改善を１００％保証する」という性質的に使用されているストレートケーブルを使用して下さい。には非同期モードは付属しません。よりも同期モードは付属しません。のほうが優れています。れています。

13
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［オペアンプの取付方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま］
必ずず１番で入れるようにしてください。ピンの位置されています。入力された信号に対して、それぞれのを合は、わせて正しい方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありま確に取り付けて下さい。さい。逆の順になります。向かって左側のき出します。や他の機材の故障をまねく可能性がありま、位置されています。入力された信号に対して、それぞれののズ性能を誇るレがあ
ると、オペアンプが故障をまねく可能性がありまする原因になります。にな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質ります。取り付け時に使用することが出来ません。同一のオペアンプかは十分けて配置し、に注意して、慎重なな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質
作します。業をお願いします。いします。
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［免責事項］
バックパネルや他の機材の故障をまねく可能性がありまフロントから抜いて下さい。パネルは、音屋とらたぬにて加工しておりますので、微細な仕様は、な環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質
傷はご容赦下さい。。はご容赦下さい。さい。。

［保証する」という性質規定］
本製品です。の電などの異常が発生した場合は、気的に使用されているストレートケーブルを使用して下さい。な環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質機能に関する保証する」という性質期間は、購入者様のお手元に届いてから１年間では、購入者様のお手元に届いてから１年間でに届けいてから１年間は、購入者様のお手元に届いてから１年間でで
す。
その期間は、購入者様のお手元に届いてから１年間で内に、正しい方法でご使用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありましい使い方をしていて発生した場合は、した故障をまねく可能性がありまにつ配置されています。入力された信号に対して、それぞれのいては、無償で修理いたしで修理いたし
ます。往復の送料も音屋とらたぬで負担いたします。問題が発生した時には、まずの送り、料も音屋とらたぬで負担いたします。問題が発生した時には、まずも音屋とらたぬで負担いたします。問題が発生した時には、まずいたします。問題が発生した時には、まずが発生した場合は、した時に使用することが出来ません。同一のオペアンプかには、まず
メールでどのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質問題が発生した時には、まずが発生した場合は、したかということにつ配置されています。入力された信号に対して、それぞれのいて、ご連絡をお願いします。をお願いします。いします。
保証する」という性質期間は、購入者様のお手元に届いてから１年間で終えるときは、電源スイッチを了後は有償で修理いたしの修理とな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質ります。往復の送料も音屋とらたぬで負担いたします。問題が発生した時には、まずの送り、料も音屋とらたぬで負担いたします。問題が発生した時には、まずは購入者様のご負担いたします。問題が発生した時には、まずにな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質ります。
修理の費用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまとしては、部クロック入力対応の品です。の交換が必ず要であれば、その部クロック入力対応の品です。代（バランス／アンバランス）の出力端子を設置しました取得にかかる費用もにかかる費用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまも
含む）を請求いたします。工賃や手数料は不要です。む）の出力端子を設置しましたを請求いたします。工賃や手数料は不要です。いたします。工賃や手数料は不要です。や他の機材の故障をまねく可能性がありま手数は、料も音屋とらたぬで負担いたします。問題が発生した時には、まずは不要です。
本機材は、どのような環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質を受け取ってから不良の調査を行い、その結果をふまえて修理にかかる費用との調査を行い、その結果をふまえて修理にかかる費用とを行う端子、い、その結果をふまえて修理にかかる費用とをふまえて修理にかかる費用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまと
おおよその日数は、をお知らせいたします。その内容について購入者様の了解を得てかららせいたします。その内容につ配置されています。入力された信号に対して、それぞれのいて購入者様の了解いただいた上でご使用下さい。を得にかかる費用もてから
部クロック入力対応の品です。を調達し、修理を開始します。し、修理を開始め、します。

［最後に］
この Jitter Free Sound  Model DAC-2  with DuCULoNが、お客様に今以上でご使用下さい。の豊かなかな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質
音楽ライフを楽しんで頂くための一助となることを願っております。ライフを楽ライフを楽しんで頂くための一助となることを願っております。しんで頂くための一助となることを願っております。く可能性がありまための一のオペアンプか助となることを願っております。とな環境であっても「音質の改善を１００％保証する」という性質ることを願いします。っております。

本文書と Jitter Free Sound  Model DAC-2  with DuCULoNの著作します。権はは

「音質の改善を１００％保証する」という性質音屋 とらたぬとらたぬ」にあります。

利用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまの範囲は個人で楽しむ電子工作とさせていただきます。は個人で楽しむ電子工作とさせていただきます。で楽ライフを楽しんで頂くための一助となることを願っております。しむ電などの異常が発生した場合は、子工作します。とさせていただき出します。ます。

営利目的に使用されているストレートケーブルを使用して下さい。でのご利用にならないと、本機材や他の機材の故障をまねく可能性がありまはお控え下さい。え下さい。さい。

本文書に記載されている回路図や部品表に従って、個人で楽しむ事を目的にされている回路図や他の機材の故障をまねく可能性がありま部クロック入力対応の品です。表に従いましてって、個人で楽しむ電子工作とさせていただきます。で楽ライフを楽しんで頂くための一助となることを願っております。しむ事を目的に使用されているストレートケーブルを使用して下さい。に

作します。製されることを妨げるものではありませんが、そのことによりげるものではありませんが、そのことにより

発生した場合は、する一のオペアンプか切の損害の責を負いかねますのでご了承ください。の責を負いかねますのでご了承ください。く可能性がありまださい。
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